
第 2 回定例研究会

「ファッションと展示の場」

第 2 回定例研究会は、南目美輝氏（島根県立石見美術館　学芸課長）、廣田理紗氏（島根県立石見美術館　主任学芸員）、石関
亮氏（京都服飾文化研究財団キュレーター）、小形道正氏（京都服飾文化研究財団アソシエイト・キュレーター）の 4 名をお迎
えして、オンラインにてご講演とディスカッションを行っていただきました。たくさんのご参加を誠にありがとうございました。

【要旨】
近年、ファッションをミュージアムで展示することが定着してきました。今回は、中でも大きな注目を集める「ファッション 
イン ジャパン 1945-2020―流行と社会」（2021 年開催予定）と「ドレス・コード？―着る人たちのゲーム」（2019 ～ 2020 年）
をそれぞれ手掛ける島根県立石見美術館および京都服飾文化研究財団（KCI）の方々をお迎えします。これら二つの展覧会を
通して、日本におけるファッションのこれからと、ミュージアムにおける収集・保存・展示について議論を深めます。

【オンライン開催・事前予約制】
専用フォーム（リンク：https://zoom.us/meeting/register/tJErdeytqD8iGdyV81xJ0eZZOZI7ukhSD16r）からお申し込みください。
◆日時：2021 年 1 月 23 日 ( 土 )14:00 ～ 16:00（zoom への入室 13:45 ～）
◆講師：
南目美輝（島根県立石見美術館　学芸課長）
廣田理紗（島根県立石見美術館　主任学芸員）
石関亮（京都服飾文化研究財団キュレーター）
小形道正（京都服飾文化研究財団アソシエイト・キュレーター）
◆コーディネーター：井上雅人（武庫川女子大学 生活美学研究所研究員）

【聴講方法】
◆本研究会はオンライン会議システム Zoom を用いて開催します。
◆記事上部リンクより専用の申込フォームにアクセスし、必要事項を入力・送信してください。自動返信メールにて、当日参
加用 URL の URL が案内されます。
※zoom の設定上、自動返信メールは敬称略となりますことをご了承ください。

お問い合わせ先
武庫川女子大学生活美学研究所
T E L:0798-67-1291（受付時間 : 祝日を除く月 ~ 金 10:00-16:00）
MAIL:seibiken@mukogawa-u.ac.jp
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【講師略歴】
南目美輝（島根県立石見美術館　学芸課長）
大阪大学文学部美学科卒業。1999 年から島根県立石見美術館の開設準備に携わり、2005 年開館時より同館勤務。主な担当展覧
会に「スポーツウエアの革命－もうひとつの 20 世紀ファッション」（2006 年）、「ポワレとフォルチュニィ」（2008 年）、「こど
もとファッション－小さい人たちへの眼差し」（2016 年）がある。
 
廣田理紗（島根県立石見美術館　主任学芸員）
北海道大学文学研究科修士課程修了。2009 年 3 月より島根県立石見美術館に勤務。同美術館ではファッションを担当。企画し
た展覧会に「森英恵 仕事とスタイル」（2015）、「コズミックワンダーと工藝ぱんくす舎 お水え いわみのかみとみず」（2016）、

「THERIACA 服のかたち／体のかたち」（2018）、などがある。
 
石関亮（京都服飾文化研究財団キュレーター）
京都大学大学院修士課程修了。2001 年より京都服飾文化研究財団に勤務。2011 年よりキュレーター。2015 年より、学芸課課
長を兼務。展覧会「ドレス・コード？――着る人たちのゲーム」の共同企画の他、「Fashion in Colors」「ラグジュアリー」

「Future Beauty」等のファッション展の企画・運営に参画。研究誌『Fashion Talks...』編集、現代ファッションを担当。
 
小形道正（京都服飾文化研究財団アソシエイト・キュレーター）
1985 年生まれ。東京大学大学院総合文化研究科博士課程満期単位取得退学。専攻は文化と芸術の社会学、社会理論、現代社会論。
主な論文に The Transformation of the Kimono and Postwar Japanese Society: A Theory Concerning the Relationship between 
Humans and Clothes, Society and Theory, 34(1), 2019. 「ファッション・デザイナーの変容――モードの貫徹と歴史化の行方」『社
会学評論』67 巻 1 号、2016 年。展覧会「ドレス・コード？――着る人たちのゲーム」企画担当。研究誌『Fashion Talks…』編集担当。
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